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会  議  録 
会議の名称 第２回小金井市児童発達支援センター運営協議会 

事 務 局 福祉保健部自立生活支援課 

開 催 日 時  平成３０年８月７日（火） 午前１０時から 

開 催 場 所  前原暫定集会施設１階 Ａ会議室 

出 席 者 

委員 

髙橋 智   会長 佐々木 由佳 委員 

金子 猛  副会長 長岡 好   委員 

竹中 涼子  委員 遠山 敬子  委員 

川村 祐子  委員 不破 淳一  委員 

横田 涼子  委員 秋葉 美苗子 委員 

坂井 鼓麻種 委員 欠席１名 

  
 

事務局 

自 立 生 活 支 援 課 長  加藤 真一 

自 立 生 活 支 援 課 主 査  吉本 朋史 

自 立 生 活 支 援 課 主 任  清水 一樹 

児童発達支援センター長  吉岡 博之 

 

傍聴の可否 可 傍 聴 者 数 １人 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

２ 平成３０年７月までの実績報告 

３ 事務局からの報告事項 

 ⑴ 市内中学校巡回の実施報告 

⑵ 講演会・研修会の開催報告 

⑶ 研修会の内容について 

⑷ 児童発達支援事業の利用者数について 

４ 平成３１年４月利用開始者の募集日程について 

５ 運営協議会委員による事業評価について 

６ 外来訓練事業の今後の方向性について 

７ 事業の利用終了に係る取扱いについて 

８ 今後の開催日程について 

９ その他 

10 閉会 
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会長 
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ただいまから第２回児童発達支援センター運営協議会を開催いたしま

す。事前に田村委員より欠席の連絡が入っております。では、事務局

から配付資料の確認をお願いします。 

 

資料は、次第、資料１平成３０年７月までの実績報告、資料２講演会・

研修会の開催報告、資料３平成３０年度講演会・研修会開催予定、資

料４平成３１年４月利用開始者の募集日程について、資料５運営協議

会委員による事業評価について、資料６外来訓練事業の今後の方向性

について、資料７事業の利用終了に係る取扱いについて、資料８平成

３０年度運営協議会開催予定、資料は以上です。 

 

それでは、次第２「平成３０年７月までの実績報告」について、セン

ター長から報告をお願いいたします。 

 

実績の報告をさせていただきます。まず、１相談支援事業（一般）に

ついて、これは新規相談の方が主な対象です。４月から徐々に増えて

います。次に、２専門相談については、福祉サービスの利用のための

計画相談等も含まれています。また、この中には、お子さんのことで

はあるのですが、保護者の不安を軽減するというような相談もあり、

保健所等と連携をしながら、いろいろ助言をしているというようなケ

ースも含まれています。次に４児童発達支援事業です。定員２１名の

ところ、今年度は２２名でスタートしています。６月末で１名転居さ

れましたが、すぐに１名の方が入っておりますので、数字的には変わ

りなしです。次に５放課後等デイサービスです。こちらも１日定員１

０名で月曜から金曜までですので、在籍は５０名となっています。７

月末で１名転居しますが、今後１名、新規に受け入れる予定です。次

に６保育所等訪問支援事業です。これも支給量を決定して提供するサ

ービスですので、このような数字と人数になっています。次に７親子

通園事業です。こちらは４月当初から見ると人数は増えていますが、

年度途中でクラスを増やせるよう余裕も持たせてあるので、８月には

また新たなクラスが増える予定です。最後に８外来訓練事業です。こ

ちらは在籍１２０名ですが、現在、もう少し増えているかなと思いま

す。以上です。 

 

ご質問、ご意見等はありますか。 

 

保育所等訪問支援事業はそれぞれ違う方ということでよろしいです
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か。 

 

はい。 

 

まだ少し余裕がある事業はどれですか？もう全ていっぱいですか？ 

 

余裕があるというわけではないのですが、保育所等訪問支援事業です。

逆に、外来訓練事業に関しては、もうほとんど今の状態でいっぱいと

いうような状況です。待機者も２０名近く出ているようです。 

 

相談支援はどうですか。 

 

相談支援は、計画相談が非常に今厳しい状態です。現状、１名の相談

支援専門員が計画を作成していますが、取り扱う件数が多いので、新

たに他の事業所を使う計画相談のご依頼については、なかなか厳しい

状況になっています。これに関しては体制を強化する必要があるだろ

うということで、求人等もしてはいるのですが、なかなか応募がない

という状況です。 

 

保育所等訪問支援事業ですが、訪問するメンバーというのはどんな形

になりますか。非常勤の心理士さんも行くのですか。 

 

はい。心理士さんが主に訪問させていただきます。 

 

１人で行くということですか。 

 

はい。 

 

例えば訪問する園によって雰囲気が違うと思うのですが、そういう雰

囲気等はほかの心理士さんと共有したりなさっているのですか。 

 

保育所等訪問支援で関わっている心理士さんからは、訪問後に報告を

受けているので、それを共有しています。 

 

そのほかいかがですか。全体としては、かなり上限に近いけれども、

申請があれば、保育所等訪問支援事業については、まだ検討の余地あ

りということですかね。このあたりが前期からの課題で、今期の課題
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でもあると。もしなければ、次の議題に移ります。続きまして、「事務

局からの報告事項」について、報告をお願いします。 

 

それでは、次第３「事務局からの報告事項」、⑴市内中学校巡回の実施

についてです。市内の公立中学校への巡回は、教育委員会指導室で実

施しているものです。会長が担当されておられますが、そこに６月か

らセンター長も参加していただいています。それではセンター長から

少しご報告をいただきたいと思います。 

 

会長からお誘いいただき、参加させていただきました。それで、実際

に２つ衝撃だったことがありまして、１つは、きらりのことを知らな

いという先生がすごく多かったことです。これは、今後顔を売ってい

かなければいけないなということをすごく感じました。きらりという

のはこういうことをやっているのだということを知ってもらう努力が

必要かなと。もう１つは、今までどこにも相談しないで、そのまま中

学校に来た大変なお子さんがたくさんいるのだということを目の当た

りにして、なるほど、これはなかなか授業を進めるに当たっても、先

生方が大変だなと。一方で、クラスメートがそれに対応できる力を持

っていて、よくやっているなという印象でした。やはり、関わり方と

いうのがもう少し小さい頃からうまくできていれば、もっとうまい生

活ができたのではないかと思ったりしたので、将来のことを考えると、

まだ何も手帳を取得されていないというようなことを知ると、いろん

なことを感じました。ただ、そんな中でも生き生きと学校生活を送っ

ている子どもたちが多かったなという印象です。今後も参加させてい

ただけるようでしたら、継続していろいろ市内の子どもたちの状況を

見たいなと思いました。 

 

きらりが知られていないということについては、言ってもなかなか信

じてもらえないというか、５年もたったんだから、そんなばかなと。

ほんとにコーディネーターの先生から「きらりって何ですか。」と言わ

れたんです。本当にショックだったし、このような状況なんですね。

これは中学校でしたけれども、ほんとにここまで来てしまったと言え

ると思うんですね。５年もたったのに、来てくれる方を待っていると

いう形ではもうだめだということは明らかだし、それから、出かけて

実際にサービスを届けなければどうにもならないということはひしひ

しと感じているので、今のきらりをどんなふうに変えていけるのか、

そこが課題であるなということです。 
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何か関連してご意見ありますか。 

 

私はきらりについては知っている方だと思っていましたが、それでも

小学校卒業までしか利用できないと思っていて、建前として１８歳ま

では利用できると知ってはいましたが、それはあくまで建前だと思っ

ていたので、知識がない方は余計に、あそこは小さい子が行くところ

であるという意識なのだろうなと思いました。今回、市内の中学校巡

回に行かれたことはすごく画期的だと思うのですが、実際に今後、中

学生の方が相談に来た際、きらりとしてはどのように対応していくイ

メージを描いておられるのかが知りたいなと思いました。 

 

相談や何かしらのサービスにつなげることができるとは思うんです

が、実は私たちの課題になっているところは、気になる点はあるけれ

ども、うちは別にそうじゃないんでという保護者に、将来のことも考

えて、うまく生活していけるようにするにはこういう方法もあるよと

いうことをどのように伝えるかということです。現状としては、あえ

てどこにも相談しないという方もいる。一方で、知らないためにサー

ビスにつながっていないという方もいる。そういった方達にどうやっ

てきらりに連絡してもらうのか、また、アウトリーチじゃないですが、

それによって、壁を低くしていくという状況はつくりたいなと考えて

います。 

 

わかりました。 

 

巡回相談をやっていて一番思うのは、ほんとうに学校ごとに全く文化

が違うということと、お子さんの家庭にそれぞれ事情があるので、や

はり通り一遍の専門性だとどうにもならないんですね。だから、それ

を知らないことにはやはり支援にならない。また、きらりのことを知

っていれば、垣根が低くなるので、あの人ならば相談していいよと、

いい風評が広がってくれればなと。そういうところから始めなければ

いけないのかなと思っていて、ぜひセンター長だけでなくて、担当の

方々にも来ていただければなと思います。 

 

最近個人的にあったことで、通っている園の先生から、きらりは園に

見学に来たり、逆に担任の先生がきらりへ見学に行くことは可能です

かと聞かれたので、可能ですよとお答えしました。私は保育所等訪問
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支援事業のことだと思い、きらりの先生が園に来ていただいて、雰囲

気をわかっていただければ、先生同士もつながるし、今後のきらりの

発展のためにもいいなと思いました。それで、いざ保育所等訪問支援

事業をやろうと思ったときに、金額の問題がでてきました。いざ申請

しようとした際に、料金が４，０００円ぐらいと知っていたんで、う

ちの子に問題があって来てほしいと言われているわけではなく、ただ

きらりと園の先生をつなぐために４,０００円を払うのはきついなと

いう気持ちになったんです。そこで、他の事業所の値段も聞いてみよ

うと思い、聞いたところ、うちの事業所に通っている方は３００円程

度と言われました。それは法律の関係で、そういう値段で済むんだよ

と言われて、逆に、きらりの場合は、きらりに通っていない子を見に

行ったりするから、規定が異なり、値段が違うんだよと言われました。

私としては、３００円程度なら払えるし、来てもらおうと思いました。

きらりが悪いとかではなく、その事業所はスタッフの人と全員顔見知

りということもあり、園の雰囲気とか、こういう遊び方をさせていて、

それでこういうことでもめたりするというのが全体に周知されるんじ

ゃないのかなと思ったんです。きらりだと、園の雰囲気をきらり全体

に周知してもらえるのか分からなかったので、その園の雰囲気がわか

らないまま来た専門職の方が１人で見て終わってしまったら、４,００

０円もったいないと思ってしまったんです。また、別の機会にその話

をほかの人にしたら、国分寺とかは、巡回相談が来るのでお金とかは

かからず、支援の必要があったら発達支援施設に紹介してもらえるん

だよと聞いて、なぜきらりはお金がかかるんだろうという疑問が湧き

ました。市のやり方、法律の関係で、金額ややり方も変わるのでしょ

うが、隣の市が無料だという噂を聞くと、なぜなんだろうと。実際、

施設と園の連絡がうまくつかなかったので、まだ実施せずに２学期に

なっている状態ですが、実際やりたいと思って行動を起こしても、先

生たちも忙しいし、事業所のスタッフさんも忙しいし、思うようには

進まないんだなというのを実感しました。 

 

ではまず、その施設からの話について、何点か相違点がありますので

ご説明させていただきます。まず保育所等訪問支援は児童福祉法に規

定されているサービスです。これには世帯の所得に応じた利用者負担

の上限月額というものがあり、世帯の収入によって０円、４,６００円、

３７,２００円と３段階に設定されています。１カ月にどんなにサービ

スをご利用いただいても、これ以上はかかりませんよというものです。

きらりで保育所等訪問支援を１回ご利用いただくと、概ね８００円程
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度です。なので、４,０００円掛かるということはありません。 

 

外来訓練とあわせて利用しても上限４,６００円ですか？ 

 

外来訓練、親子通園は市の独自の事業で、児童福祉法に規定されたも

のではないので、これは負担上限月額という考え方はありません。外

来訓練は１回１,０００円と決まっていますし、親子通園については、

無料です。例えば、保育所等訪問支援を月に何十回も使ったとすると、

利用者負担が４,０００円まで行くことはあるかもしれないですが、１

回、２回の利用で４,０００円ということはありません。次に、巡回相

談の話ですが、小金井市では巡回相談は公立保育園で実施しています。

私立保育園には費用の一部を補助しているようです。小学校、中学校

は指導室が実施している状況で、学童はきらりが行っています。巡回

相談というのは、基本的にはこちら側から訪問するという事業ですの

で、原則訪問先に在籍しているお子さんに費用が発生するということ

はありません。逆に保育所等訪問支援は、利用者からの依頼に応じて

きらりが訪問するので、利用者負担金が発生するという違いがありま

す。 

 

なるほど。種類が違うということですか。 

 

保育所等訪問支援と巡回相談というのは全く違います。 

 

巡回に関わって、そのほかよろしいですか。では、続きまして、⑵講

演会・研修会の開催報告について説明をお願いします。 

 

それでは、資料２をご覧ください。こちらは６月に開催した一般市民

向け講演会と支援者向け研修会の開催報告です。まず、支援者研修は

年２回のうちの１回目です。内容は、「幼児集団で気になる子への支援

～あなたの園ではどうしてる？～」です。開催日時は６月１８日、グ

ループワークで実施しました。参加者の内訳は以下のとおりです。ア

ンケート結果から、概ねご好評をいただいていると考えています。た

だ、ここでも巡回相談についてご要望をいただきました。続きまして、

一般市民向け講演会です。こちらも年２回開催です。内容は、「『ちゃ

んと人とつきあいたい』支援について」で、ソーシャルスキルについ

て学芸大学の橋本先生にご講演いただきました。こちらは６月２７日

開催で、実施形式は講演会形式です。参加者数は９４名で、平日の朝
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にも関わらず沢山の市民の方にお越しいただけました。続きまして、

きらりの保護者学習会です。年３回開催で、きらりの利用者の方向け

に行っています。今、お子さんがどういった療育を受けているのかと

かということも含めて学習していただき、より療育効果を高めること

を目的に開催しているものです。今回の内容は、「ペアレントトレーニ

ングってなに？」で、きらりで実施しているペアレントトレーニング

の内容について、現在利用されていない方にその方法等をお伝えする

というものです。講師はきらり所属の臨床心理士の方で、平日の朝に

も関わらず、４０名の方にご参加いただいています。報告は以上です。 

 

平日の午前中にも関わらず参加した方がすごく多いですが、もう少し

休日の開催なども考えなきゃいけないのかなとも思いました。他に何

かご意見ありますか。 

 

平日の夜ということで、多くの職員が出席できていて、また、６月と

いうのは比較的行事も少なく、報告書を見ても学びが多かったという

意見がすごく多かったので、ぜひこれからも続けていただけるとあり

がたいと思います。 

 

支援者研修はぜひこのような時間帯で今後も開催されるとよいです

ね。そのほかいかがですか。それでは次に、⑶内容について説明をお

願いします。 

 

今後の開催予定で１点ご報告させていただきます。資料３として、前

回配付した平成３０年度講演会・研修会開催予定を再度配付していま

す。この中で、１１月２９日開催予定の支援者研修については、まだ

内容が決まっていません。もともと障がい児の就学前の準備等につい

て講演会形式で企画をしていましたが、なかなか調整が調わず、現在

未定となっています。現状、内容について再検討していますが、何か

開催内容についてご意見等ございましたら検討内容に加えていきたい

と考えています。以上です。 

 

事前打合せの際に話のあった指導室との調整はどうなっていますか。 

 

申し訳ないのですが、まだ調整できていません。本日は、いつもなか

なか講演会のご意見を伺う機会がないので、何かあれば頂戴したいな

ということです。 
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では、そのことに限らず、こんな方の話を聞きたいということがあれ

ばお出しいただければと思いますが。 

 

今のお話で、１１月２９日の支援者研修で就学相談に関する内容とい

うのは時期的に遅いんじゃないかなと思っているのですが、やるので

あれば６月の方が、来年度に向けてということでよいのではないでし

ょうか。 

 

今回は就学相談というよりも、就学に向けてどういった準備が必要か

とかいったような内容を考えています。 

 

来年に向けてということで？ 

 

はい。 

 

副会長にお願いしてみるのはいかがですか。 

 

内容をよく聞いた上で検討が必要かと。 

 

内容をもう一度検討して、調整できればと思います。 

 

それでは次に、⑷児童発達支援事業の利用者数について、説明をお願

いします。 

 

資料はご用意していないのですが、前回の運営協議会におきまして、

児童発達支援事業は定員２１名、在籍２２名とご説明させていただき

ました。また、前期の第２期運営協議会でも、在籍者数が２３名にな

っている月があることについて、特例的かつ緊急的に１名増としてい

るだけで、２３名を継続していく考えは持っていない旨をご説明させ

ていただきました。しかし、今年度４月より、在籍はしているけれど

も通所されていないという方が１名います。細かい現況は個人情報と

ですので控えさせていただきますが、結論として、きらりに籍を残し

たいと希望されています。現状、きらりには利用実態がない方の利用

を強制的に終了させるという直接的な規定はありません。ただ、児童

発達支援事業は待機されている方もおり、なるべく早く１人でも待機

されている方を受け入れていきたいと考えていますので、特例的では
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ありますが、８月から１名在籍者を増やして、２３名で運営したいと

考えています。前回、前々回の運営協議会でご説明したばかりの取り

扱いをまたすぐに変更することとなってしまい、お詫び申し上げます。

ただし、実質２２名での運営となりますので、提供するサービス等に

ついて影響はないと判断しています。この後、次第７で事業の利用の

終了について、再度、議題とさせていただきたいと思います。報告は

以上です。 

 

そもそもこういうケースはあまり想定されてなかったんですね。とい

うことで、後でこういったケースへの対応をどうするかという議論は

しますが、事務局の説明としては、空籍にしてしまうのはもったいな

いのでこういった形でよろしいでしょうかということが趣旨です。ご

意見等ございますか。 

 

その方は今後、通園を利用する可能性がないのですか？ 

 

もしかしたら利用されるという想定も含めまして、その際には人数的

には２３名になりますが、それも含めての判断です。また、先ほどの

報告で、待機している方の受け入れは８月を目標にしていたんですが、

準備の点からもう少しずれてしまうかもしれませんので、一応ご報告

をさせていただきます。 

 

お子さんのことを考えて、かなり柔軟に対応していければなと考えて

いるところです。他にはよろしいですか。それでは次第４「平成３１

年４月利用開始者の募集日程について」について説明をお願いします。 

 

資料４「平成３１年４月利用開始者の募集日程（予定）について」を

ご覧ください。平成３１年４月からの新年度利用の募集日程等をご説

明します。基本的には、例年どおり行いたいと考えています。まず、

１０月から１１月までの間に、新年度利用希望者は一般相談をご利用

いただきます。これは、きらりのご利用に当たっては、必ず一般相談

をご利用いただいており、お子様の様子や保護者の方からお話をお伺

いするなどさせていただくためです。ただし、既にご相談されている

方、ご利用されている方については必要ありません。次に、１１月中

に利用希望の申請を受け付けます。この期間以降に申請のあった方に

ついては、受け付けはしますが、利用希望事業の希望者数が定員に達

している場合については、期間内に利用希望を出された方を優先とさ
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せていただきます。次に、１２月から２月の間に利用承諾書を送付し

ます。これは利用の内示のようなものとお考えいただければと思いま

す。お子様によって、ご家庭の事情や他施設の利用状況などにより利

用の有無が変わることがよくあり、また、保育園等の障がい児枠の利

用決定等を待ってから利用を決めたいという方もいらっしゃいますの

で、本決定である３月の利用承認、利用契約の締結の前に、それぞれ

内示という形で承諾書を送付させていただいております。なお、事業

によって日程が異なっているのは、利用希望者数、事務処理期間に差

があることもありますが、特に、児童発達支援事業は、保育園・幼稚

園の障害児枠決定の前に、きらりの利用が確保できるよう決定を早く

しているためです。そして、最後に本決定である承認通知の発送と利

用契約の締結が３月にあるという流れです。説明は以上です。 

 

大体例年と流れは一緒ですね。 

 

はい。 

 

他に何かご質問等ありますか。よろしいですか。それでは、続きまし

て、次第５「運営協議会委員による事業評価について」について事務

局から説明をお願いします。 

 

それでは、資料５運営協議会委員による事業評価について」をご覧く

ださい。今年度も業務評価報告書を作成したいと考えておりますので、

内容等についてご確認させていただきます。まず１、評価対象事業は

昨年度と同様に、児童発達支援事業、放課後等デイサービス事業、外

来訓練事業、親子通園事業の４事業です。相談支援事業と保育所等訪

問支援事業について現場に行って見学は難しいということで、４事業

に絞らせていただいています。次に、２評価項目は、経年の変化が確

認できるよう、前年度同様の１０項目です。次に、３評価基準です。

こちらも同様に変更なく、十分であるから不十分であるまでの５段階

です。次に、４評価方法は、職員へのヒアリングと事業の見学です。

最後に５スケジュールは、１１月の運営協議会で詳しい日程をお示し

いたしますが、１１月～１月あたりを考えています。その後、第三者

評価の結果とあわせて、２月の運営協議会で最終的にお示しします。

また、今回で５回目の作成となるため、過去の評価結果と経年で比較

できるよう今年度は少し工夫していきたいなと考えています。以上で

す。 
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前回と少し変えたのは、せっかくやってきたことなので、この５年間

の経年比較をやってみようということです。説明内容について、何か

ご意見ありますか。 

 

事業見学は、委員が全員行くという形ですか？ 

 

はい。 

 

日程はどのように？ 

 

予定に合わせて調整をしていきます。 

 

我々で期間を決めて調整します。 

 

全員で一緒に行かなくてもよいということですか。 

 

必ず全部の事業に来ていただくということではなく、可能な日程でお

越しいただくということです。なるべくお越しいただけそうな日程で

調整させていただきます。 

 

ばらばらと行くことになりますが、きらりに支障はないですか？ 

 

例年支障なく行っていると思います。 

 

何日かに分けていくんですか？ 

 

午前中に見学できる事業だけという方もいれば、午後も来ていただい

て放課後等デイサービスもご見学いただく方もいます。また別の日に

分けて来ていただく方もいらっしゃいます。お仕事やご予定もあるか

と思いますので、可能な限りということでお願いしています。 

 

他にはよろしいですか。それでは、続きまして、次第６「外来訓練事

業の今後の方向性について」について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

資料６「外来訓練事業の今後の方向性について」をご覧ください。こ
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れは前回からの継続議題です。まず、１課題として、外来訓練事業の

年度当初の利用希望者が増加しており、年度途中からの利用希望者に

対応できない可能性があるというのが１点、また、現状月３回の利用

枠を確保していますが、３回の利用に至らない方が若干いるというこ

とで、稼働率が８５％程度となっているということが２点目です。次

に、２前回の議論で、全員一律に月２回に変更するというのは望まし

くないのではないかというご意見があったこと、また、利用契約の際

に、きらりから利用率や待機のことについて一層の周知をすることで

稼働率を上げていくべきである、という２点だったかと思います。そ

ういった中で、３利用回数に関する今後の方策案として、案１から案

３までを挙げさせていただきました。案１は現状のまま月３回の訓練

回数を確保する。これですと１３０人前後が受入可能者数であると想

定しています。案２、全員月２回とする。これは前回あまり望ましく

ないというお話でしたが、一応記載してあります。これに変更すると

１８０人前後まではいけるのではないかという予想です。今回は案３

ということで、年齢によって訓練回数の上限を変更するというもので

す。これは例ですが、２歳から４歳までは月上限３回、５歳から６歳

までは月上限２回などといったような形です。最後に４適用時期です

が、いずれかの方策案に決まった場合、３１年度からすぐに実施する

のか、３２年度以降に経過措置等を設けて実施していくのかというこ

とです。説明は以上です。補足がありますか？ 

 

方策案の案３は、例だと２歳から４歳で月３回となっていますが、そ

の逆もあり得るだろうとは思っていて、就学が迫っている方が急遽入

ってきた場合などは、集中的に訓練を入れたほうが就学に向けて良い

というパターンもあるかと思います。これはあくまでも個別に対応で

きる回数を保障していくということです。 

 

事務局としては、現在、在籍者数が資料１でお示ししたとおり、１２

４名程度まで増えていることを考えると、年度途中での受け皿がない

という形が心配なところで、できれば案３あたりにできるといいかな

という思いではあるので、ご意見いただければと思います。 

 

これは案の１、２、３のどれかを選ばなければいけないということで

すか？ 

 

必ずこの中から選ばなくてはいけないということではありません。反
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対意見等が趨勢であれば、もう一度持ち帰りたいと思います。 

 

どれか１つに絞って実施していくということで、これ以外にも案があ

ればここで協議したいと思いますが。 

 

思いつきですが、以前グループの外来訓練を利用していた際、やはり

稼働率はおそらく８５％を切っていたのではないかと思います。今は

外来訓練が６歳児までということですが、結構習い事があったりして

忙しい方もいるし、冬だと風邪を引かれて休むこともあると思います。

なので、３回を希望する人はもちろん３回ですが、最初にうちは忙し

いので２回でいいですというように申し込んでくれれば、他に待って

いる方の枠が空くのではないかなと。きらりに月３回行くのは大変だ

から２回にしてもいいという人も、もしかしたらいるのかもしれない

と思って。結構皆さん忙しくされていたので、２回でいいと言う人に

は２回という選択肢もなくはないのかな。親御さんの考えによるとは

思いますが。 

 

実は既に選択制にはなっています。前期の運営協議会にてお諮りしま

した。基本的には３回ですが、中には２回とか１回でいいよという方

がいらっしゃいます。前回、そういったことについて注意書きが利用

契約書の中に記載されているのだけれど、それをもっと周知していけ

ると稼働率の向上に繋がるのではないかというお話はいただいていた

かなと思います。 

 

先週までに実際稼働率は上がりました？ 

 

実はすごく悩ましいところで、例えば３回確保が前提にあると、やは

り皆さん３回を選択されます。そこがスタートラインですと、おのず

と２回、１回という方は最初から少なくなります。基本となる確保回

数を減らさない限り、待機の方を受け入れるキャパシティーはなかな

か生まれないのではないかと思います。我々も色々悩んで今回の提案

となったところです。 

 

では、例えば３回申し込まれた方は、月の最初に３回分の料金を支払

うこととして、病気や事故の場合を除いて、ほかの用事を優先される

場合は最初に料金をいただいておくというのはどうですか。 
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料金は既に最初に３,０００円いただいています。説明が不足していた

のですが、基本的には前月中に申し込んでいただいて、確保した日数

分先に料金をいただいています。逆にキャンセルになっても返金はし

ていません。それは、その日程で専門職の方を既に配置していますの

で、急にお休みされても専門職の方をキャンセルするわけにはいかな

いためです。１回１,０００円という料金が高いか安いかは個人の考え

方ですが、通常きらりで行っている外来訓練の内容を民間でご利用い

ただくとその何倍もの金額になるという話も聞きますので。 

 

私は実際通わせている親として、結構第３案は現状に合っているなと

思っていて、年少と年中のときは本当にきらりでの訓練は大事だから

絶対３回行かせるという感じだったんですが、年長になってから園を

休んできらりに行かせたらちょっとかわいそうかなと思ってしまうよ

うな内容の日とかが出てきたんです。例えば運動会の前の日とか、毎

日、練習している姿を見て、前だったら休んで行ってもわからなかっ

たのが、この日はもう練習があるからとなってくると、これをきらり

で休ませるというのはちょっと難しいなと。園は園でプログラムをつ

くって、一連の毎日の生活を繰り返すことで積み重ねていくものもあ

るので、きらりで抜けちゃうことがプラスなのかマイナスなのかと悩

んでしまうことがあったりします。あと、５、６歳になると体力もつ

いてきて、ほかの習い事にも行くようになると、振り替えの日にちも

難しくなってきたんですね。３回毎回行かせたいと思っていたのが、

年長になって厳しいなというのが出てきてしまったんです。なので、

年長である程度適応力のある子というのは月２回でもいいのかなと思

います。あと、たくさんの子が訓練を受けてほしいという意味で、例

えば５、６歳は、特性によっては集団での訓練がよい場合もあると思

うので、園が終わった時間帯にグループ訓練を行うという形であれば

効率的に多くの子に訓練を利用してもらえるのではないかと思いま

す。１つの案として、検討をお願いします。 

 

結局、回数の制限だけではどうにもうまく折り合いがつかないところ

ですね。きらりは発達支援を行う施設なので、年齢が小さいときには

支援の回数を多くして、年齢が上がってくるにつれて度合いが少なく

なるという観点を入れることで、回数制限だけでなく発達支援として

も整合性がでてくるということですね。さらに、今、委員さんがおっ

しゃったとおり、個人の指導ではなく集団指導にすれば、もう少し５、

６歳児の子どもたちの支援ができると。あと、できれば平成３２年度
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ではなく、次年度から対応できる形で進めていきたいので、ほかにご

意見いただいて、可能ならば１１月の運営協議会で決めればいいです

か。 

 

１１月ですと、来年度の申し込みには間に合わないですね。 

応募開始が１１月１日なので、次年度からであれば、案３にするか、

現状のままかを決めていただいて、細かい内容についてはある程度事

務局とセンター長で調整していくこととなります。 

 

私は案３が基本的にはいいのではないかなと思うのですが、年齢によ

ってというところにすごく引っ掛かっていて、委員がおっしゃったよ

うに、自分も子育てをした上で思うのですが、やはり大変な時期は２

～４歳で、５～６歳になると２～４歳の積み重ねのある子は２回ぐら

いでいいだろうなと思います。ただ、何回か話題に出ている、親が認

めなくて訓練の開始が遅れている子はやっぱりたくさんいると思うの

で、原則は年齢によってですが、訓練の開始が遅れている子は、最初

は回数多めにできればいいかなと思います。例えば５歳の時点できら

りで一切訓練を受けていない子だったら、あと残り１～２年は３回が

よいと思うので、臨機応変に対応する補則があってもいいと思います。

利用開始年度、スタートから何年間は３回で、それ以上経ったら２回

に変わるというような、やんわりとした逃げ道があるといいかなと思

いました。 

 

いろいろお話を伺って、やはり個別の状況に合わせてどのように訓練

を提供できるかということかなと思います。例えば、１つの考えです

が、個別の状況に合わせて最大３回の訓練を提供できますということ

にしておいて、年齢やその子に合わせて個別的に対応をしていくとい

う部分がこの案３に含まれたりするといいのかなと。 

 

であれば、原則２回にして、個別によって３回の人がいるということ

にしないと、全員が最大３回あるとしたら、結局枠が増えてはいかな

いので。 

 

先程委員が言われたように、５歳や６歳で、あと少しで就学という状

態で初めてきらりに来て、今まで何も療育を受けてこなかったという

方が年に数名はいます。そういった方については、現状急いで療育に

つないでいくという態勢をとっています。 
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やはり皆さん個別の事情があるので、その事情によっては特別に対応

するといった一文を入れるというのはどうでしょうか。 

 

そういった場合については特例的に対応するということで。 

 

その子にとってマイナスにならないという意味で、特例的な取り扱い

があるというような一文をいれないとやはり難しいですね。 

 

ただ、保護者の方々にもネットワークが結構あって、あの子は３回で

きていて、うちは２回しかできないといった声もでるかと思うので、

何か補足の規定があればいいのかなと。 

 

たしかに、きらりで知り合った親同士で、うちは今年度２回なのに、

何でそっちは３回なのということは絶対に起こり得ることかなと思い

ます。 

 

そこはどんなに作り込んでも、規定を変えるとそういったことは起こ

りうるので、事務局がしっかり対応してもらうしかないと思います。

なので、利用制限をかけるという言い方をするのではなく、できるだ

け多くの子どもたちに利用してほしいし、困難のある子どもたちによ

り丁寧に対応していきたいという理念をしっかり保持しながら、どの

ようにして利用者の数を増やしていくのかといったような趣旨をどこ

かで書かないと、多分クレームが多くなるでしょう。 

 

この時間で、これ以上決めるのは難しいですか。では例えば、事前に

案文を事務局で作って、各委員に送って了解をとるという進め方は可

能ですか？ 

 

可能です。 

 

ここで決めないと、もう１年先延ばしになってしまうので。 

年齢だけで区切ってしまうと、やはり難しいと思いますので、その趣

旨をどう書くかが要だと思います。なので、案ができたら、次回を待

たずに事前に各委員に見てもらい、これでいけるということであれば

１０月からの募集で配布するという形でどうでしょう。合意できなけ

ればそれは難しいということで、次回に持ち越すということで。 
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（反対意見なし） 

 

では、その方向で対応します。 

 

今のこの議論を踏まえて、事務局で案をつくり、１１月の運営協議会

を待たずになるべく早くメール等で案をお示しいただいて、来年度の

募集に間に合う形で進めてください。 

 

確認ですが、案３の方向で考えてよろしいということですか。 

 

はい。そこが年齢だけなのかどうか、そこは検討がありますが、回数

の上限を変更するという趣旨です。 

 

はい。早い段階でお示しできるように対応させていただきます。 

 

では、そういった形で進めさせていただきます。ありがとうございま

した。 

 

少し気になったのは、今までご利用になられていた方はそのままです

か。 

 

外来訓練は毎年募集をする形にさせていただいています。ずっと同じ

方が使い続けると、次の年応募した方が入れなくなってしまうので、

年度ごとに利用決定をさせていただいています。ただ、平成３１年度

から適用ということであれば、今、利用されている方も対象になる場

合はあるかと思います。 

 

わかりました。 

 

それでは、次第７「事業の利用終了に係る取扱いについて」について、

事務局から説明をお願いします。 

 

資料７をご覧ください。先ほど、次第３の（４）で触れましたが、今

後のきらりの利用終了に係る取り扱いについて、案を作成いたしまし

た。まず、小金井市児童発達支援センター条例第９条に利用承認の取

消し等という項目があります。「指定管理者は、次の各号のいずれかに
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会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

該当すると認めたときは、利用を停止し、もしくは制限し、又は利用

承認を取り消すことができる。」となっており、第１号としては、「前

条第２項第２号又は第３号に該当することとなったとき。」がありま

す。前条第２号及び第３号とは「公の秩序を乱し、又は善良の風俗を

害するおそれがあるとき。」及び「事業を利用しようとする者が感染症

の疾患を有するとき。」です。次に、第２号「災害等により施設が利用

できなくなったとき。」も利用を停止等することができるようになって

います。最後に第３号、「前２号に掲げるもののほか、指定管理者が特

に必要と認めたとき。」ということで、包括的な記載となっています。

また、小金井市児童発達支援センター条例施行規則では、利用承認の

取消し等として、第７条に、「指定管理者は、条例第９条の規定により

利用を停止、もしくは制限し、又は利用承認を取り消す決定をしたと

きは、利用取消し等通知書により利用者に通知しなければならない。」

という規定があります。ということで、条例第３号の規定については、

特に具体的な事例は定められていません。しかし、影響の大きい行政

処分であるため、これを根拠に指定管理者により利用の取り消し等を

随時行うということは現状しておらず、基本的には使用されていない

規定となっています。また、今回のように、在籍は希望するけれども、

一切利用実態がないというような方がいることを我々としては想定し

ていなかったので、例規上具体的な記載もしてはおりませんでした。

そのため、今回の事例を契機として、この条例第３号を根拠とした、「児

童発達支援事業、放課後デイサービス事業、外来訓練事業及び親子通

園事業については、引き続き３カ月以上利用がない場合に、指定管理

者の判断によって利用を停止、または承認取り消しをする」という取

り扱いを、今後運用していきたいと考えています。なお、今後ともこ

ういった運用を決めていく際には、その都度、運営協議会に確認しな

がら行っていきたいと考えています。 

 

本事例はあまりにも特殊で、個人情報にかかわる問題なので、一切個

別の情報を明らかにはできないということですが、ただ、こういった

こともあるのが実態なんですね。ですので、このような取り扱いがな

いと対処できないということで、こういった取り扱いを設けるかどう

かということについて、ご意見をいただければと思います。 

 

きらりの利用に関しては、基本的に指定管理者と市で利用調整会議と

いうものを設置しているため、利用の終了や停止については、その会

議を開いて、そこで判断していくというような形には事務手続上なる
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かと思います。 

 

この取り扱い案は、（３）のところに、どのように記載されるのですか。 

 

条例等例規の改正は考えていませんが、条例の当該条文を根拠として、

こういった取り扱いにしますという形で通知するようになるかと想定

しています。 

 

そのためにも運営協議会で承認を経るということですが。 

 

はい。 

 

何か文書的なものは残しますか。運営協議会の会議録に経過を残して

承認ということで進めていくのか、あるいは市の中で別途何か文書で

残すのかということはどうですか。 

 

基本的には、運営協議会の会議録で承認されたということが確認でき

ればよいかと考えています。 

 

条例の改正は結構大変ですが、それには該当しないということで、こ

の協議会の承認をもって取り扱っていくということですね。 

 

はい。 

 

１つよろしいですか。案の中で、引き続き３カ月以上利用がない場合

とありますが、３カ月とした根拠は何ですか。 

 

１か月程度休むことはしばしばあるかなということで、特に具体的な

根拠があるわけではないのですが、こういった取り扱いだと３か月と

いう規定が多いかなというところで、３か月としています。 

 

今日、これが承認された場合は、取り消し通知を出しますか。 

 

今回の方については、本取扱いを事前にご説明していないので、いた

しません。利用契約書等に記載させていただいてから適用していきた

いと考えています。 
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今回は、今後の推移を見るということですね。 

 

今回の方に関しては、籍が残っているということで、在籍者を増やす

という形で対応します。本取扱いは、平成３１年度以降に適用します。 

 

実施年度等は記載されてないですね。 

 

失礼いたしました。平成３１年度以降です。 

 

「利用を停止又は承認の取り消しをする。」となっていますが、これは

３か月以上利用がない場合は必ずするのか、それとも、できる規定に

しているのか、わからないのですが。 

 

例えば３カ月ぐらい入院するとか、そういったこともあると思います

ので、「指定管理者の判断により」という箇所で幅を持たせてあります。 

 

例えば何度も督促したけれどもといったような文言がなければ、引き

続き３か月以上利用がないということだけだと、今言ったように、病

気だったことをたまたま知らせていなかったということもあるかもし

れないので、そうすると不可抗力の事由も入ってしまうので、書きぶ

りにもう少し工夫が必要ではないでしょうか。本当に止むを得なく利

用を終了させてしまうのだと、そういったニュアンスが弱いのではな

いかと思います。 

 

当初は、「特段の事情がある場合を除き」などの文言も入れようかと考

えましたが、そうすると、今度は特段の事情とは何かということにな

ると思いましたので、シンプルな文章にしました。ただ、文言につい

ては、もう少し検討させていただきます。 

 

正式に文章として残すには、次回の１１月でも遅くはないですか？ 

 

それは大丈夫です。 

 

そこで、きちんとした文書としてもう一度、承認していただくという

ことでいかがですか。 

 

では、いただいたご意見をもとに文章を修正いたしまして、再度お示
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

ししたいと思います。 

 

これについてはよろしいですか。それでは、中身の方向性については、

ご承認いただきながら、文章についてはさらに整えて、次回の運営協

議会で再度確認するという流れでお願いします。 

  

それでは、次第８、「今後の開催日程について」について説明をお願い

します。 

 

資料８「平成３０年度運営協議会開催予定」をご覧ください。次回は、

１１月６日、火曜日、１０時からを予定しています。場所は、現在、

調整中です。 

 

それでは、次第９「その他」ですが、本日出た議題以外に、何か議論

されたいことはありますか。 

 

それでは、何度も申しわけないですが１点だけ。小金井市にきらりが

できたことはうれしいのですが、やはり課題が多いのではないかと思

っています。特に外へ出ていくというか、いろいろなニーズを待って

いるのではなく、拾い集めることが大事ではないかと、そういったご

意見が多いと思います。本日は、先ほど中学校巡回の報告もありまし

たが、やはりいかにしてニーズを掘り起こすかということについて、

議論の時期に来ていると思うのですが、センター長いかがでしょうか。 

 

今、いろいろと話題になっております巡回相談につきましては、今後

実施できるよう、市と色々と相談しています。皆様がご要望されてい

るような形を具体的に進めていきたいなということは今も考えており

ますので、喫緊の課題だと認識しております。 

 

きらりの相談支援事業には専門家がたくさんいると思いますが、やは

り、子どもがどういう地域で、特に学齢の場合はどういう学校に通っ

ていて、担任の先生がどのような方で、その学校との意思疎通をどう

やっているのか、というようなことがわかっていないと相談にならな

いのではないかと思います。やはり、相談支援事業の質を上げていく

というか、特に学齢のところが弱いと思うのですが、いかがでしょう

か。 
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相談支援事業の強化については、実際にきらり内部で話をしておりま

して、人員配置をもう少し厚くする方向で動いています。 

 

そのときに、実際に現場に行って先生の話を聞いたり、子どもたちの

様子を見るということが、何よりも重要な専門性を上げていく方法か

と思うのですが、そのような機運をきらり内でつくっていくことは可

能ですか。 

 

可能だと思います。 

 

厳しいことを申し上げましたが、５年が経って内部を固める時期から、

外に出ていくこと、それから、今日も出ましたが、小さな子どもたち

の施設という印象がすごく強いので、学齢期の子どもたちにも対応で

きると言っていくためにも、やっぱり専門性を上げでいくということ

が必要だと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

 

はい。 

 

そのほか何かありますか。 

 

会長のお話で、市内の中学校の巡回の実施報告がありましたが、小学

校の巡回もされていますよね。そちらには、まだきらりは関わりを持

っていないということでしょうか。今回、中学校は会長から促しもあ

ったかと思うのですが、小学校はどうなのでしょうか。 

 

このような形で巡回に同行させていただくことが今までなく、前回、

会長にお誘いを受けたのが中学校だったので、中学校からスタートさ

せていただいたというところです。 

 

また、小学校は市内に９校ありまして、センター長が全部同行すると

なると他の業務に支障がでる可能性もあり、それであれば、そこにま

た新たに人を配置する必要もでてきますので。 

 

では、今回は取っ掛かりとして数が少ない中学校に行ったということ

ですか？ 

 

はい。 



24 

 

 

センター長 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

自分自身が体験することで、貴重な経験になっています。 

 

いつも小金井特別支援学校の先生にもメンバーに入っていただいてい

ます。入っていただくと、全然違いますね。先生はずっと市内で小・

中の巡回に入っていただいていて、実態を見ているから、特別支援学

校の専門性や小金井市の状況についてもよく話をするのですが、同じ

先生がずっと同じ子どもをよく見ているので継続性がありますし、そ

のようなことがきらりにも必要なのではないかと思います。 

 

そのほか、いかがでしょうか。 

それでは、本日いただいたご意見をもとに、事務局で調整をお願いし

ます。次回は、１１月６日、午前１０時からですので、よろしくお願

いします。本日はどうもありがとうございました。 

 


